
２2.　12.　15
※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。

※市外局番は書いてあるものを除きすべて
042です。

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
助
成
・ 

難
病
医
療
費
助
成
制
度
の 

更
新
手
続
き
に
つ
い
て

湧
水
や
河
川
を
守
る
た
め
に 

宅
地
内
の
「
雨
水
浸
透
ま
す
」
の

設
置
に
ご
協
力
を

0
平
方
㍍
未
満
の
既
存
の
個
人
住

宅
（
新
築
、
増
築
な
ど
を
除
く
一

般
住
宅
）
を
所
有
す
る
方　

　
【
補
助
金
額
】設
置
状
況
に
よ
り
、

経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部

　

希
望
す
る
方
は
、
市
指
定
下
水

道
工
事
店
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

照
）
ま
た
は
環
境
政
策
課
☎
4
7

0
・
7
7
5
3
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
へ
。

既
存
住
宅
へ
の
設
置
に
は

設
置
補
助
金
制
度
を

利

用

で

き

ま

す

　
【
申
請
対
象
者
】敷
地
が
1
0
0

　

地
表
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
化
な
ど
に
よ
る
雨
水

の
地
下
浸
透
量
の
減
少
は
、
湧
水

や
河
川
の
水
量
に
影
響
を
与
え
ま

す
。

　

雨
水
浸
透
ま
す
は
、
屋
根
に

降
っ
た
雨
水
を
地
下
へ
戻
し
、
地

下
水
を
涵か

ん
よ
う養
す
る
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

市
内
の
豊
か
な
水
辺
環
境
を
保

全
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

7
番
窓
口
）、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
同
1
階
）、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
滝
山
・
ひ
ば
り
が
丘
・
東

部
の
各
図
書
館
、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

（
た
だ
し
、
各
施
設
の
閉
庁
日
・

休
館
日
を
除
く
）

　
【
ご
意
見
の
提
出
方
法
】閲
覧
期

間
中
に
（
必
着
）、「
東
久
留
米
市

公
共
下
水
道
プ
ラ
ン‐
第
2
次‐

（
素
案
）へ
の
意
見
」ま
た
は「
東

久
留
米
市
下
水
道
事
業
経
営
戦

略‐2
0
2
1‐（
素
案
）
へ
の
意

見
」
と
明
記
し
て
、
住
所・氏
名・

年
代
（
例
＝
30
代
）、ご
意
見
（
書

　

ま
た
、
併
せ
て
、
中
長
期
的
な

下
水
道
事
業
経
営
の
基
本
計
画
と

な
る
「
東
久
留
米
市
下
水
道
事
業

経
営
戦
略‐2
0
2
1‐（
素
案
）」

を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
2

つ
の
案
に
関
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
閲
覧
期
間
・
場
所
】12
月
16
日

（
水
）
〜
3
年
1
月
5
日
（
火
）

に
、
施
設
建
設
課
（
市
役
所
5
階

　

東
久
留
米
市
下
水
道
事
業
の
指

針
と
な
る
現
行
の
「
東
久
留
米
市

公
共
下
水
道
プ
ラ
ン
」
が
令
和
2

年
度
末
で
計
画
終
期
を
迎
え
ま

す
。
次
期
計
画
を
策
定
す
る
に
当

た
り
、
市
で
は
「
東
久
留
米
市
公
共

下
水
道
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
」
に

お
い
て
「
東
久
留
米
市
公
共
下
水

道
プ
ラ
ン‐第
2
次‐（
素
案
）」
を

作
成
し
ま
し
た
。

式
は
自
由
）
を
記
入
の
上
、
〒
2

0
3

－

8
5
5
5
、
市
役
所
施
設

建
設
課
宛
て
郵
送
、
直
接
持
参
、

フ
ァ
ク
ス
（
4
7
0・7
8
0
9
）、

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル（shisetsuke

nsetsu@
city.higashikurum

e.lg.
jp

）
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で

の
ご
意
見
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
個
人
情
報
を
除
い
た
上
で
要

約
し
、
後
日
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
ま
す
。
ご
意
見
の
返
却

や
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
施
設
建
設
課
☎
4
7

0
・
7
7
5
8
へ
。

さ
れ
ま
す
。

　

更
新
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
都

か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。
早
め
に
手

続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
有

効
期
限
内
に
、
更
新
手
続
き
を
し

な
い
と
医
療
費
助
成
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
【
受
付
時
間
・
場
所
】開
庁
日
の

午
前
8
時
半
〜
正
午
と
午
後
1
時

〜
5
時
に
障
害
福
祉
課
（
市
役
所

1
階
）
で

　

詳
し
く
は
同
課
☎
4
7
0
・
7

7
4
7
、
フ
ァ
ク
ス
（
4
7
5
・

8
1
8
1
）
へ
。

　

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
助

成
、
難
病
医
療
費
助
成
の
医
療
券

（
受
給
者
証
）
を
お
持
ち
で
、
引

き
続
き
医
療
費
助
成
を
希
望
す
る

方
は
、
更
新
手
続
き
が
必
要
で

す
。
受
給
者
証
の
有
効
期
間
が
2

年
3
月
1
日
〜
3
年
2
月
28
日
の

間
に
満
了
す
る
方
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
間
の
満
了
日
を
1
年
間
延

長
（
自
動
更
新
）
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
3
年
3
月
以
降
に

有
効
期
間
が
満
了
す
る
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
か
ら
は
、
通
常
の

更
新
手
続
き
の
受
け
付
け
が
再
開

　

今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
年
頭
の
あ
い
さ
つ
で

は
市
制
施
行
50
周
年
や
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
輝
か
し
い
新
年
の

慶
び
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
発
生
に
よ
り
世
界
が
一
変
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
市
内
に
お
い

て
も
い
ま
だ
感
染
者
は
増
加
し
て

お
り
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
気
を

緩
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

感
染
は
拡
大
と
減
少
を
繰
り
返
す

と
言
わ
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
も

感
染
者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
気
温
が
下
が
り
、
空
気
が
乾

燥
す
る
時
期
は
感
染
者
が
増
え
や

す
い
と
さ
れ
て
お
り
、
最
大
限
の

警
戒
が
必
要
で
す
。
ま
た
季
節
性

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
蔓
延
に
も

注
意
し
な
が
ら
生
活
を
送
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
中
に
は
、
す

で
に
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
、
こ

れ
以
上
何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
、

と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
感
染
拡
大
防
止
と
経
済
活

動
と
の
両
立
を
目
指
す
た
め
に
も

市長

徹
底
し
た
感
染
予
防
策
の
励
行

が
重
要
で
あ
り
、
一
人
一
人
の

心
が
け
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
分
科
会
が
示
す
感
染
リ
ス

ク
が
高
ま
る
5
つ
の
場
面
も
参

考
に
、「
寒
さ
か
ら
換
気
が
行

き
届
か
な
い
」「
会
食
や
親
し

い
間
柄
で
は
つ
い
マ
ス
ク
を
せ

ず
に
（
あ
る
い
は
距
離
を
保
た

ず
に
）
会
話
を
し
て
し
ま
う
」

な
ど
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
拡
大
を

防
ぐ
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ

る
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
予

防
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
年
当
初
、
誰
も
が
輝
き
に

満
ち
た
一
年
を
夢
見
た
は
ず
で

す
。
そ
れ
が
一
変
し
、
厳
し
い

環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
収

束
に
向
け
、
よ
り
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
滝
山
・
ひ

ば
り
が
丘
・
東
部
の
各
図
書
館
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
（
た
だ
し
、
各
施

設
の
閉
庁
日
・
休
館
日
を
除
く
）

　
【
ご
意
見
の
提
出
方
法
】閲
覧
期

間
中
に
（
必
着
）、「
東
久
留
米
市

農
業
振
興
計
画
中
間
見
直
し
素
案

へ
の
意
見
」
と
明
記
し
て
、住
所・

氏
名
・
年
代
（
例
＝
30
代
）、
ご

意
見
（
書
式
は
自
由
。
Ａ
4
判
用

紙
1
枚
程
度
に
ま
と
め
て
）
を
記

入
の
上
、
〒
2
0
3

－

8
5
5
5
、

市
役
所
産
業
政
策
課
宛
て
郵
送
、

直
接
持
参
、フ
ァ
ク
ス
（
4
7
0・

7
8
1
1
）、
ま
た
は
電
子
メ
ー

留
米
市
農
業
振
興
計
画
推
進
委
員

会
」
な
ど
で
検
討
を
重
ね
、「
東

久
留
米
市
農
業
振
興
計
画
中
間
見

直
し
」
の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た

の
で
、
同
案
に
関
す
る
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
閲
覧
期
間
・
場
所
】12
月
25
日

（
金
）
〜
3
年
1
月
18
日
（
月
）

に
、産
業
政
策
課
（
市
役
所
6
階
）、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
同
1
階
）、

　

平
成
28
年
3
月
策
定
の
10
カ
年

計
画
「
東
久
留
米
市
農
業
振
興
計

画
」
に
つ
い
て
、
計
画
の
中
間
年

で
あ
る
令
和
2
年
度
に
中
間
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
都
市
農
業
を
取
り
巻
く

情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
本
市
農

業
の
さ
ら
な
る
振
興
を
図
る
た

め
、
農
業
者
・
学
識
経
験
者
・
公

募
市
民
な
ど
で
構
成
す
る
「
東
久

ル
（sangyoseisaku@
city.higash

ikurum
e.lg.jp

）
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い

　
※
電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で

の
ご
意
見
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
個
人
情
報
を
除
い
た
上
で
要

約
し
、
後
日
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
ま
す
。
ご
意
見
の
返
却

や
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
産
業
政
策
課
☎
4
7

0
・
7
7
4
3
へ
。

少
し
た
方
に
つ
い
て
、
本
人
の
申

告
を
ベ
ー
ス
に
し
た
簡
易
な
手
続

き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
免
除
を

可
能
と
す
る
臨
時
特
例
の
措
置
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
す
る
こ
と
で
、
日
本
年
金

機
構
の
審
査
後
、
保
険
料
が
免
除

（
全
額
ま
た
は
一
部
）、
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
（
審
査
の
結
果
、

免
除
な
ど
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
）。

　
【
申
請
の
対
象
と
な
る
期
間
】元

年
度
分
（
2
年
2
月
分
〜
6
月

分
）
お
よ
び
2
年
度
分
（
2
年
7

月
分
〜
3
年
6
月
分
）
の
国
民
年

金
保
険
料

　
【
対
象
】次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

　

①
2
年
2
月
以
降
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
方

　

②
2
年
2
月
以
降
の
所
得
の

状
況
か
ら
み
て
、
当
年
中
の
所

得
見
込
額
が
、
国
民
年
金
保
険

料
免
除
基
準
相
当
に
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
方

　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
、
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ

ル
☎
0
5
7
0
・
0
0
3
・
0

0
4
ま
た
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
0
4
2
2
・
5
6
・
1
4

1
1
へ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
伴
う

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
が
可
能
で
す 

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民

年
金
保
険
料
免
除
の
特
例
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
影
響
で
収
入
が
減

2
年
度
内
に
お
い
て
、
適
正
に
管

理
さ
れ
て
い
る
保
存
樹
木
な
ど

　
【
申
請
受
付
期
間
】12
月
23
日

（
水
）
〜
3
年
2
月
12
日
（
金
）

　
【
申
請
方
法
】市
か
ら
送
付
す
る

「
保
存
樹
木
等
補
助
金
交
付
申
請

兼
請
求
書
（
様
式
第
1
号
）」
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
・
押
印
の

上
、
対
象
樹
木
な
ど
の
管
理
状
況

が
わ
か
る
写
真
と
併
せ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い

　

詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
4
7

0
・
7
7
5
3
へ
。

　
【
補
助
の
対
象
】東
久
留
米
市
の

み
ど
り
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

く
、
保
存
樹
木
ま
た
は
保
存
樹

林
、
保
存
生
垣
の
所
有
者
▼
令
和

「
東
久
留
米
市
公
共
下
水
道
プ
ラ
ン‒

第

２
次‒

（
素
案
）」
と「
東
久
留
米
市
下
水
道

事
業
経
営
戦
略‒

２
０
２
１‒

（
素
案
）」

に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

(

ご
意
見)
を
募
集
し
ま
す

「
東
久
留
米
市
農
業
振
興
計
画
中
間
見

直
し
（
素
案
）」
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト(

ご
意
見)

を
募
集
し
ま
す

２
年
度
保
存
樹
木
等
補
助
金 

交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

▲

雨
水
浸
透
ま
す
の
構
造

▲

雨
水
浸
透
ま
す
の
仕
組
み

律
」「
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確

保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
」

野
外
焼
却
の
例
外
事
項

　

一
般
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
の
禁

止
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
例

外
事
項
が
あ
り
ま
す
。

　

伝
統
的
行
事
、
風
俗
慣
習
的
行

事
の
た
め
の
焼
却
行
為
＝
「
お
焚た

き
上
げ
」「
お
祭
り
」
な
ど
▼
学

校
教
育
及
び
社
会
教
育
活
動
上
必

要
な
焼
却
行
為
＝
「
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
」
な
ど
▼
市
長
が
特

に
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
焼
却

行
為
＝
「
災
害
時
の
応
急
対
策
の

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産

業
廃
棄
物
も
、
法
令
な
ど
で
処
理

方
法
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
野
外

焼
却
は
禁
止
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

※
法
令
な
ど
＝
「
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

野
外
焼
却
し
な
い
た
め
に

　

周
辺
の
生
活
環
境
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
次
の

方
法
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

▼
自
宅
の
落
ち
葉
や
剪せ

ん
て
い定
枝

は
敷
地
が
あ
る
場
合
に
は
埋
め

戻
す

　

▼
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
小

出
し
に
出
す
（
剪
定
枝
は
電
話

予
約
で
、
ご
み
対
策
課
☎
4
7

3
・
2
1
1
7
が
回
収
し
ま
す
。

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
は
同

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　

詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
4

7
0
・
7
7
5
3
へ
。

　

一
般
廃
棄
物
（
家
庭
ご
み
な

ど
）
を
法
令
な
ど
（
※
）
に
よ
り

認
め
ら
れ
た
焼
却
設
備
を
使
用
し

な
い
で
焼
却
す
る
こ
と
（
例
＝
ド

ラ
ム
缶
や
一
斗
缶
、
ブ
ロ
ッ
ク
や

鉄
板
の
囲
い
で
の
焼
却
な
ど
）
は

た
め
」「
樹
木
や
農
作
物
の
病
害

虫
の
防
除
な
ど
農
業
を
営
む
上
で

行
わ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
」
な
ど

　
【
ご
注
意
】野
外
焼
却
の
例
外
事

項
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、
周
辺

の
生
活
環
境
に
配
慮
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

周
辺
か
ら
の
通
報
や
苦
情
が
発

生
し
た
場
合
、
現
場
で
の
指
導
の

対
象
に
な
り
ま
す
。
や
む
を
得
ず

焼
却
禁
止
の
例
外
行
為
を
行
う
場

合
は
、
次
の
事
項
を
順
守
し
て
く

だ
さ
い
。

　

枝
木
や
落
ち
葉
は
よ
く
乾
燥
さ

せ
る
▼
量
は
必
要
最
低
限
に
す
る

▼
時
間
は
極
力
短
く
す
る
▼
天
候
、

風
向
き
、
時
間
帯
を
考
慮
す
る

野
外
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す


